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要　　旨

兵庫県の淡路島南西部に位置する三原川水系の上流域では，河川植生がニホンジカの食害を強く受け，河

道内の裸地化が進んでいる．裸地化が進行する中で，ニホンジカの食害を受けずに成立した 4 群落が確認

された（ナルトサワギク群落，ハスノハカズラ群落，レモンエゴマ群落，ナガバヤブマオ群落）．各群落の

出現種数は 2 種～ 16 種と種数は少なく，各群落の識別種は群落名で示した 4 種のみであった．これらの 4

群落はニホンジカの不嗜好性植物群落と考えられる．河川植生がニホンジカの食害を受け，裸地と不嗜好性

植物群落に変化している例はほとんど報告されていないので，今回その実態を明らかにした．
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はじめに

全国的に高密度化したニホンジカの採食による現存植

生の退行や農作物への被害が問題となっており，兵庫県

内でも西播・南但馬地域を中心に，各地で被害が発生し

ている（服部ほか，2010a；兵庫県森林動物研究センタ

ー 研究部（編），2010）．兵庫県淡路島でも南東部を中

心に大きな被害が発生しており，法面の裸地化・浸食等

の問題が発生している．兵庫県内外を問わず，ニホンジ

カの森林植生への影響を報告した事例は多いのに対し，

河川植生への影響を報告した事例はほとんど無い．さら

に近年では，自然環境に対する開発が，河川及びその周

辺の水辺環境においても数多くの絶滅危惧種を生じさせ

ている（奥田，1998）．そのため河川を中心とする生態

系の保全の観点からも，河川植生がニホンジカの影響に

よってどのように変化しているのかを明らかにする研究

の意義は大きい．

兵庫県淡路県民局洲本土木事務所・株式会社一成

（2010）は三原川水系の河川植生及び魚介類の把握調査

を，「ひょうごの川・自然環境調査マニュアル 改訂版」

（兵庫県県土整備部土木局河川計画課，2008）に基づき

2010 年に調査し，その調査結果を報告書としてとりま

とめた．その報告書にまとめられている三原川における

ニホンジカの食害及び不嗜好性植物群落について，報告

する．
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調査地の概要

三原川は淡路島南西部に位置し，その源を淡路最高

峰の諭鶴羽山（608.3m）に発し，三原平野を流下し

て播磨灘に注ぐ，流域面積 123.7km2，幹線流路延長

11.1km の二級河川である．水系網は掌を拡げたような

放射状流域となっており，山地部は急峻で，下流部は低

平地で感潮区間（満ち潮で海水が流入するところ）が長

い．本稿の調査地は三原川水系の大日川，諭鶴羽川，成

相川の上流部の河川内（大水の時の流域）である（図 1）．

流域周辺はウバメガシ二次林，照葉二次林，コナラ二次

林などに広く覆われている．

調査方法

三原川水系上流域においては，大半の植物はニホンジ

カの食害を強く受けていた（ニホンジカ特有の噛み跡及

び多くの糞を確認した）が，そのような状況下で，河川

内に食害を受けずに成立している群落が確認された．著

者らは多様性植生調査法（服部ほか，2010b）に基づき，

それらの群落の調査を行った（表 1）．各群落あたりの

調査区数は 5，各調査区面積は 5 ～ 6m2，各植物の被

度は % で記録した．この調査法は，従来の植物社会学

的植生調査法では階級値で示されていた被度を % で記

録することにより，多様性を数量的に解析する場合に精

度が高い方法である．

結果と議論

調査の結果，優占種に基づいてナルトサワギク群落（特

定外来生物：環境省「特定外来生物による生態系等に係

る被害の防止に関する法律」による指定，2011 年 7 月

11 日現在）（写真 1），ハスノハカズラ群落（写真 2），

レモンエゴマ群落（写真3），ナガバヤブマオ群落（写真4）

の 4 群落が区分された．各群落の出現種数は 2 種～ 16

種と少なく，これら群落の識別種は上記 4 種以外には

存在しなかった．アルカロイドを含むナルトサワギク

（清水ほか，2001）は不嗜好性植物と考えられる．硝酸

塩を含むハスノハカズラとレモンエゴマは，不嗜好性植

物として報告されている（長崎大学大学院医歯薬学総合

研究科 天然物化学研究室，2009）．また，ナガバヤブ

マオについては有害物質の報告はないものの不嗜好性植

物としての記録がある（愛知県環境調査センター（編），

2009）．さらに，構成種の中でもシュウ酸を含むカタバ

ミ（11 地点で確認されている）は不嗜好性植物と考え

られる．その他，チカラシバ及びヤナギタデ（南山・服

部，2010），マンリョウ（服部ほか，2010c），ベニバ

ナボロギク（宮城県，2008）が不嗜好性植物として報

告されている．

ニホンジカによる食害が問題となっている淡路島で

は，山地帯でニホンジカの不嗜好性植物であるイワヒメ

ワラビによる大群落の形成が確認されている（石田ほ

か，2008）．また，ニホンジカの食害による河川植生へ

の影響については，成相川における不嗜好性植物のナル

トサワギクやハスノハカズラ等の分布についての報告は

ある（兵庫県淡路県民局洲本土木事務所・株式会社　一

成，2006）が，河川内において不嗜好性植物のみによ

る優占群落が確認された例は兵庫県下だけでなく，他府

県でも初めてと考えられる．他の地域においても河川内

の植生はニホンジカによる食害を受けていると考えられ

るので，河川の植生に対するニホンジカの食害状況につ

いては今後調査が必要であろう．

本調査地において，不嗜好性植物群落が発達している

にしても，その分布面積は河川内の一部であり多くの地

点において，裸地化が進み，法面が崩れている場所が確

認された．放置すれば河川内への土砂の流入が進行し，

河川管理上のリスクを抱えることとなる．このような場

所では，緑化植物として淡路島産のチカラシバ，イワヒ

メワラビ，レモンエゴマ等の在来種の不嗜好性植物の利

用が今後考えられる（南山・服部，2010）．
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図１　調査地の位置
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表１　三原川水系上流域におけるニホンジカ不嗜好性植物群落の組成表
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写真１　ナルトサワギク群落

写真２　ハスノハカズラ群落
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写真３　レモンエゴマ群落

写真４　ナガバヤブマオ群落


